
新型コロナウイルスの大きさを

500円玉だとすると

比較対象 倍率 比較対象

1

新型コロナウイルス
COVID-19

標準サイズ

0.1㎛(マイクロメートル)
※1mmの1万分の1

26.5万倍

拡大⇒

500円玉

26.5mm(ミリメートル)

※直径

2

サージカルマスク

175mm

※横幅

26.5万倍

拡大⇒

直線距離46.375km

東京駅から
横須賀、逗子、鎌倉、藤沢、
厚木、八王子JCT、五霞IC、
安倉駅、中野IC、長柄ダム、

木更津市、君津PA

大阪駅から
明石、京都、大津、阪南

3

人間

175cm

※身長

26.5万倍

拡大⇒

直線距離463.75km

東京駅から
姫路、盛岡
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　戦艦大和は全長263mで、500円玉を1万倍した265mと、ほぼ同じ
サイズ。ヒトの体内の新型コロナウイルスを発見するのは、戦艦ヤマトを
1ミリにまで縮め、甲板の乗組員の手に握られた500円玉を探し出すのと
同じ作業。その時の、幅175mmのサージカルマスクは、1ミリの
戦艦大和の175倍の大きさにのぼる。
　新型コロナウイルスが水分をまとった飛沫という状態ならば、直径が
ウイルス単体の50倍である5マイクロメートル程になるとされ、一般的
サージカルマスクに開いている繊維間、つまり空気孔と同じサイズとなり、
サージカルマスクに辛うじて引っかかる状態となる。


